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第１章 序論 

社交場面においての様々な困難を示し，生活上の活動が阻害される諸問題には，シャイ

ネスや社交不安と呼ばれるものがある。社交不安は DSM-5-TR(APA, 2023)で診断基準が定

められている。一方，シャイネスは，いくつかの定義が乱立していたが，今は，Cheek & Watson

（1989）の社交場面において，特徴的な認知・感情・行動のいずれかを顕著に認められる

症候群であるという見方が最も適しているとされる（関口・長江・伊藤, 1999）。また，シャ

イネスには適応的な側面があるという研究もある。 

シャイネスと社交不安は類似した概念であり，その関係性は研究によって一貫せず，異

同や差異を直接的に検討した研究も少ない。本研究では，より的確な支援法などの研究が

可能になると考えられることから，①シャイネスと社交不安の関係性について，その異同

について検討すること，②その異同について，他の心理的変数の差異からも検討を加える

ことの 2 点を目的とした。 

 

第 2 章 研究 1：シャイネスと社交不安の概念の検討 

研究１では，シャイネスと社交不安の概念について，その異同を検討した。 

 調査対象者は大学生 118名（平均年齢 20.6歳, 標準偏差 1.1）で，性別は男性 22名（18.6%），

女性 95 名（80.5%），その他 1 名（0.85%）であった。調査は， Web で実施した。用いた質

問票は①フェイスシート（年齢・性別・シャイネスな人に対する印象を問うもの），②早稲

田シャイネス尺度（鈴木・山口・根建, 1997；以下，WSS と略す）の全項目，③Liebowitz 

Social Anxiety Scale 日本語版（朝倉ら, 2002；以下，LSAS と略す）の全項目，④自己受

容尺度（伊藤, 1991）の全項目，⑤The subjective well-being inventory 日本語版（藤

南・園田・大野, 1995；以下，SUBI と略す）から，第 1，第 3，第 5，第 6 因子に属する項

目，⑥改訂版 UCLA 孤独感尺度（諸井, 1991；以下，UCLA と略す）の全項目であった。 

 得られたデータについて，まず，原版の WSS が 5 因子構造，LSAS が 2 因子構造のため，

合わせて 7 因子構造が再現されるか，確認的因子分析を行った（目的 1）。しかし，7 因子

解の適合度が低かったため，続いて探索的因子分析を行い，最適解と考えられる因子構造

の検討を行った。 

 その結果，先行研究との関連，因子構造の単純さ， 解釈の容易さなどから，5 因子解が

最適解であると考えられた。その 5 因子のうち，第Ⅰ因子は「社交的活動」因子，第Ⅱ因

子は「パフォーマンスに対する不安」因子，第Ⅲ因子は「シャイな認知」因子，第Ⅳ因子

は「主張に対する不安・回避」因子，第Ⅴ因子は「会食への不安・回避」因子とそれぞれ

命名した。 

考察として，確認的因子分析では，WSS，LSAS ともに原版の因子は再現されなかった。

LSAS 原版の 2 因子構造は，Baker 他（2002）によれば，原版でも再現されず，また，岡島

他（2007）によれば邦訳版でも再現されなかった。本研究の結果はそれらと矛盾しない結

果と言える。また，WSS の認知因子は 5・6・7 因子解のいずれでも独立して存在していた。

このことから，シャイネスと社交不安は重なる因子があり，異なる因子はシャイネスの認

知因子なのではないかと考えられた。 
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第 3 章 研究 2：心理学的変数による 

シャイネスと社交不安の差異 

研究 2 では，シャイネスと社交不安の差異を他の心理的変数の差異から検討を加えた。

使用した質問票は研究 1 と同一であった。各心理学的変数を従属変数として，シャイネス

（高・低）×社交不安（高・低）の 2 元配置分散分析を行った（目的 2）。結果，シャイネ

スの主効果は自己受容・SUBI・UCLA で有意で，社交不安の主効果は UCLA でのみ有意傾向，

交互作用は身体能力の評価的・感覚的自己受容・付加項目の評価的自己受容・SUBI・UCLA

において有意，および有意傾向を示した。全ての変数において，シャイネス高・社交不安

高（HH）群と，シャイネス高・社交不安低（HL）群が他の群と比べて適応的ではなかった。

これらの結果について，一部は先行研究を支持する結果となり，シャイネスの認知因子が

影響している可能性が考えられた。 

 

第 4 章 総合考察 

本研究の結果から，シャイネスと社交不安は重なる部分がありつつ，異なる概念である

と捉える方が良いと考えられる。重なる部分は①シャイネスの感情的側面や行動的側面と

される特徴②シャイネス低・社交不安低（LL）群と比べて，孤独感を感じるという傾向。

の 2 点である。異なる部分は，シャイネスの認知的側面とされる特徴である。また，シャ

イネスの適応的側面とされた精神的健康や信頼感，言語的攻撃性の低さは，社交不安の一

部でも同じようにみられる可能性がある。 

研究 1 の結果，研究 2 の結果から，シャイネスの認知的側面がシャイネス高・社交不安

低（HL）群の自己受容・主観的健康感の低さや孤独感の高さに影響を与えている可能性が

考えられる。また，社交不安の自己注目傾向は自己受容に影響を与えていると研究されて

いることから，シャイネス高・社交不安低（HL）群においても自己受容の低さが，孤独感

や主観的健康感に影響を与えている可能性が考えられた。これらの結果により，本研究の

意義として，臨床場面において，社交不安とシャイネスを弁別できる可能性が示唆された

ことが挙げられる。それによって，従来よりも実像に合った介入法を選択することができ

る。介入法とは例えば，認知に介入する認知バイアス修正などが挙げられる。また，自己

受容に対する介入法も，効果を示すと思われる。 
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